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〇議長（中井寿夫君） ただいまから令和３年余

市町議会第２回定例会を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は16名です。 

 よって、定足数に達しましたので、会議は成立

いたしました。 

 なお、庄議員は通院のため遅刻、近藤議員は通

院のため欠席の旨それぞれ届出がありましたこと

をご報告申し上げます。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第１、昨日に引き続

き一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 発言順位３番、議席番号９番、寺田議員の発言

を許します。 

〇９番（寺田 進君） 令和３年余市町議会第２

回定例会に当たり、さきに通告しております１件

について質問を申し上げます。 

 中の川の治水対策について。新型コロナウイル

ス感染症対策の切り札とも言えるワクチン接種を

はじめとするコロナ対策に取り組む一方、頻発化、

激甚化が目立つ自然災害への備えを忘れてはなら

ないと思います。仁木方面から黒川町の耕作地を

流れ、中の川橋で北西に流れを変え、余市川へ注

ぐ中の川で昨年11月19日、20日、道道余市赤井川

線にある黒川17区生活館、中の川橋周辺の耕作地

に中の川の増水により農地が浸水する事態が発生

しました。この地域は、昭和36年の大雨、37年の

台風で大きな洪水が発生しております。本年も既

に北海道の上士幌町付近では記録的短時間大雨情

報が出されております。住民が安心、安全な生活

を営んでいけるよう以下のことを伺います。 

 ①、中の川の現在の治水対策と今後どのような

治水対策を行おうとしているのか伺います。 

 ②、令和２年12月に国土交通省北海道局より令

和３年度予算決定概要が出されました。その中に

気候変動に伴う水害、土砂災害の激甚化、頻発化

に備えるためこれまでの河川管理者等による対策

だけでなく、流域に関わるあらゆる関係者が流域

全体で取り組む流域治水を推進するとあります。

余市町としてどのような連携を取られているのか

伺います。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員の質問に

答弁します。 

 １点目の中の川の現在と今後の治水対策に関す

る質問ですが、余市中の川につきましては、北海

道が管理する２級河川であり、余市町と仁木町の

２町にまたがる延長5.5キロメートルの２級河川

であります。治水対策としましては、北海道にお

いて河道内に堆積した土砂により断面が不足して

いる区間につきまして、河道の掘削等により必要

な断面を確保し、洪水対策を実施してきておりま

す。今後も北海道において河川の巡視を行い、河

川本来の機能が常に発揮されるよう適切な維持管

理に努めると伺っております。 

 ２点目の流域治水に関する連携についての考え

方ですが、流域治水につきましては河川管理者が

主体となって行う治水対策に加え、氾濫域も含め

た一つの流域として捉えることで、その河川流域

全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害

を軽減させる治水対策への転換に向けて取り組む

とされ、各河川管理者などで構成される協議会に

おいて流域治水プロジェクトが策定されるもので

あります。本町における北海道が管理する河川に

おいては、質問がありました余市中の川も含め、

昨年度流域治水協議会を設立しており、今後具体

的な連携体制等について協議を進める予定であり

ます。 

〇９番（寺田 進君） 中の川は道の管理という

ことで今お伺いしましたが、現実的に昨年の11月

19日、20日、これＮＨＫの報道でありますけれど

も、48時間で119ミリという雨量でありました。そ

の中で現実問題として黒川町の農地に氾濫をする

という事態が発生したのも事実でありますので、
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このとき役場としてどのような体制で臨んだのか

お伺いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 技術的な話なので、私から全体の方針という話

ではないかもしれませんけれども、これは道のほ

うの河川ということなので、役場のほうではパト

ロールをしたということでありまして、道のほう

で土のうを積むなどの対策を取ったということで

あります。 

〇９番（寺田 進君） 管理が道でありますので、

当然のことかとは思われますけれども、もう一点、

中の川の河口に中の川樋門という水門がございま

す。これは、どのような事態が起こったときに誰

がこれを操作するのか。町ではないのかも分かり

ませんが分かる範囲で結構ですので、お知らせく

ださい。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 こちらも技術的な話なのですけれども、こちら

も道が樋門管理するということであります。 

〇９番（寺田 進君） 確かに管理が道である以

上、そういう形になるのかと思われますけれども、

根本的な原因といいますか、中の川及び余市川支

流、黒川等も含めて、この辺の洪水対策が様々道

と連携の上恐らくやられていると思いますけれど

も、平成５年に黒川樋門と黒川排水機場が恐らく

できて、立派な排水機場があると思われます。中

の川樋門というのは、平成６年に実はできている

のです。黒川に排水機場があって、なぜ平成６年、

１年後の中の川樋門には排水機場が設置されてい

ないのか。これもきっと道の管理だからと思われ

ますけれども、その辺りは町として道にどういう

要請をしたのか。冷静に見ても中の川の水量と黒

川の水量であれば私は中の川の水量のほうがある

意味では多いように見受けられます。恐らく様々

な要因で排水機場ができなかったのでしょうけれ

ども、根本的な原因としては実はほとんど洪水が

起こると中の川も水の流れが止まります。現実的

には流れているのですけれども、これは高低差の

問題だと思われます。それこそ戦後の時代から遡

れば、余市川、中の川等の堤防ができる以前はあ

の辺に一大湿地帯があって、そこで大きな洪水が

起きたときに水を蓄えた一因にもなっているかと

思われます。去年の11月のときは用水路も中の川

についてありますけれども、これ申し訳ないです、

私の目視ですが、用水路の水深は恐らく130センチ

から150センチあったと思われます。中の川本流で

は150センチを超えていると思われます。通常はこ

の用水路というのはせいぜい３センチから５セン

チしか流れておりません、水は。ただ、そこもこ

の２日間の最後のほうになってどんどん、どんど

ん、雨が盛んに降っているときはどんどん流れて

いたのですが、最後のほうになると少しずつ水量

が増えるというよりも水かさが増してきて、流れ

てはいないのですけれども、上がってきています。

恐らく河口も流れていっていないか、分かりやす

く言うとバックウオーターが起きているのではな

いかなというふうには思われます。去年の長野県

の千曲川合流地点でのバックウオーター、さらに

川崎市の武蔵小杉のタワーマンションの下水管か

らのバックウオーターによる洪水、こういう感じ

とある意味では、規模は違いますけれども、同じ

ような感じが起きているのではないかと。黒川の

農地が洪水というか、あふれて起きているよりも、

黒川には暗渠排水路がかなり多く入っています。

そこを通って、あふれてはいないのだけれども、

畑の中にだんだん、だんだん水が回って、分かり

やすく言うとプールのような状況になっておりま

した。そういうことを踏まえて、２点目に質問を

しましたこの国土交通省北海道局、せっかく様々

な政策をやりましょうということで出ていますの

で、その辺をもっとしっかり余市町としても連携

を取っていただく必要があるのではないかなと思
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われますけれども、どのようにお考えでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 関係機関と協議というか、連携を取るべきだと

いうようなことでございますけれども、さきに答

弁させていただきましたとおり、流域全体として

治水を考えるというようなことが今進んでおりま

して、余市町におきましても昨年度流域治水協議

会を設置しており、そのメンバーにもちろん余市

町も入っているわけでございます。ですから、一

体として流域全体の治水を考えるということはも

ちろん近隣の町村ですとか関係機関も入った中で

やっていくわけでございますから、今後もそのよ

うな体制で流域治水はやっていくというような考

え方でございます。 

〇９番（寺田 進君） 道との連携があれですか

ら、余市町としての今の置かれている現状、また

状況をしっかり伝えていただいて、積極的な対策

をお願いしたいということと、最後に６月２日、

北海道建設部維持管理防災課より余市川の洪水浸

水想定区域の誤りについてというのが発表されて

おります。水深の修正が必要となり、余市町の洪

水ハザードマップの修正が必要となりますので、

関係町村と早期に協議を進めてまいりますという

ふうに発表になっております。現在の協議の状況

と町民にはいつどのような形で周知をされるの

か、また当然洪水ハザードマップ、防災マップで

すか、これも変更があると思われますけれども、

これはいつ頃町民に周知できるのかお伺いしたい

と思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 ハザードマップの水深の誤りについては、道の

ほうから私も説明を受けまして、エリアは合って

いるのですけれども、数値の入力の関係でちょっ

と深度が変わったということで、道から報告とお

わびがあったということでございます。その旨所

管委員会には報告はしておりますし、ハザードマ

ップの変更に関しましては道のほうで予算をつけ

てやるということで報告受けていますので、でき

次第町内にも再度配布するというような流れにな

るかと思っています。時期については修正は道の

ほうでやりますので、それができ次第ということ

になります。 

〇議長（中井寿夫君） 寺田議員の発言が終わり

ました。 

暫時休憩します。 

休憩 午前１０時１６分 

                              

再開 午前１０時２５分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続行します。 

 発言順位４番、議席番号13番、安久議員の発言

を許します。 

〇13番（安久莊一郎君） 第２回定例会に当たっ

て、１件の質問をいたします。 

 加齢による難聴者への町による補聴器助成につ

いて。余市町は、高齢者にとって住み慣れた地域

として、能力に応じ自立した日常生活を営むまち

づくりを目指しています。しかし、加齢による難

聴で苦しむ人が年々増えています。相手の話が聞

き取れなく、何回も聞き返す。相手も面倒と感じ

ているだろうと分かったふりをする。だんだん人

と会うのがおっくうになり、出歩かなくなる。２

年前に本町議会で採択された意見書でも加齢性難

聴は日常生活を不便にし、コミュニケーションを

困難にするなど生活の質を落とす原因になるばか

りか、最近では鬱や認知症の最大の危険因子にな

ると述べています。小池都知事は、65歳以上の高

齢者の約半数に難聴があると述べています。余市

町の高齢者人口は7,328人、2019年９月末で、

3,600人余が難聴と推定されます。余市町では難聴

者の実態調査が実施されていませんが、実態を踏
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まえた施策が求められているのではありません

か。町長の見解を伺います。 

 ２つ目に、中等度難聴者への支援についてです。

余市町民で補聴器の助成が受けられる人は、身体

障害者手帳を所持し、両耳の聴力レベルが70デシ

ベル以上の人です。70デシベル以上というと、非

常に大きな声のみ理解できるが、理解できない場

合もあるというレベルです。余市町で補聴器の助

成を受けている人は60人弱です。難聴と推計され

る数に比べてあまりにも少なくありませんか。中

等度難聴は、40デシベルの水準です。世界保健機

構では、41デシベル以上の人への補聴器使用を推

奨しています。41デシベルは、普通の会話が不自

由なレベルです。正面から大きな声で話さないと

会話は成り立ちません。慶応大学の耳鼻咽喉科、

小川郁教授も補聴器は難聴が進行してからの使用

ではなく、なるべく早く使用することが必要と述

べています。町民の生活の質を落とさないため現

在の公的助成の基準に満たない高齢者の難聴への

補聴器購入助成制度を国に創設するよう求めてい

ただきたい。そして、国の制度ができるまで町独

自での支援を検討されてはどうでしょうか。見解

を伺います。 

 最後に、難聴者の会議や講演会などで声を聞き

たいという願いに応える課題です。磁気ループ、

ヒアリングループがこの課題を解決します。携帯

型であればどこでも使用できます。人が多く、雑

音のある場所、講演会や会議などで使用され、マ

イクからの音声を直接補聴器や受信機に伝え、よ

りクリアな音声が提供され、発言者の音声を雑音

の少ない状態で聞くことができます。海外に比べ

ると日本での普及は遅れていますが、難聴者にと

ってコミュニケーションが取りやすい社会とする

ために導入を検討願いたい。見解を伺います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、安久議員の加齢に

よる難聴者への町による補聴器助成についてに関

する質問に答弁します。 

 １点目の難聴者の実態調査に関する質問です

が、聴覚の障害により身体障害者手帳の交付を受

けている方は91名であり、そのうち補聴器交付者

数は64名です。障害の認定を受けていない難聴の

方々への実態調査につきましては、現在実施予定

はありません。 

 ２点目の中等度難聴者への支援に関する質問で

すが、補聴器購入の助成につきましては身体障害

者手帳をお持ちの方から申請を受け、北海道立心

身障害者総合相談所に判定を依頼し、必要な状況

と認められた方に支給券を交付し、原則１割の自

己負担で補聴器を購入することができます。身体

障害者手帳をお持ちでない方に対する支援につき

ましては、国で一律に制度を設計すべきものと考

えておりますので、町独自の助成につきましては

現在その考えはありません。 

 ３点目の難聴者の会議や講演会などで声を聞き

たいという願いに応える課題に関する質問です

が、磁気ループの導入につきましては現在その考

えはありません。 

〇13番（安久莊一郎君） まず、実態調査の件、

これについてお聞きしたいと思います。 

 町の難聴者数、この把握というのはやっぱり非

常に大事なことだと思うのです。難聴者数は余市

町で今何人いるか、これをつかむというのは実態

を知る上で重要な指標となります。だから、私も

先ほど述べましたように、余市の高齢者の約半数

が難聴者であるというのは、東京都での議会での

論議でもそれを前提にしてやっていますから、そ

うすると3,600人という非常に大きな数になりま

す。これだけの数の人が苦しんでいると。先ほど

聴覚の身体障害者手帳を持っている方で補聴器を

使用される方はほんの僅かしかいないのです。だ

から、この間に非常に大きな乖離があります。で

すから、やっぱり実態調査というのを何らかの方

法でやるということを考えていただきたいのです

けれども、これについて再度答弁願います。 
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〇町長（齊藤啓輔君） 13番、安久議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 先ほど答弁させていただきましたが、難聴者へ

の支援の制度設計につきましては国で一律に設計

すべきものであると考えておりますところ、その

前提となるのであれば調査は行いますけれども、

その前提がないのであれば、現時点での調査の予

定はありません。 

〇13番（安久莊一郎君） 非常に残念なのですけ

れども、やっぱり重度の障害持っている方、聴覚

の、この方は分かっているわけです。だけれども、

その数は非常に少ないのです。だから、余市町が

把握できない難聴者がたくさん見えるという、そ

の人たちがどんな状態にあるのかということを調

べるためにもぜひこの実態調査、これをやっても

らいたいと思うのです。いろいろやり方はあると

思うのです。自治体によって工夫してやっている

ところも聞いておるのですけれども、研究すると

いうことやっぱり考えてもらわないとこれはまず

いのではないかと思うのですけれども、再度そこ

をちょっと聞きたいのですけれども。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、安久議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 ご質問の内容は先ほどの質問と同じですので、

私のほうの答弁も同じになりますけれども、何ら

かの制度設計に関する基礎資料としての調査が必

要なのであれば、それをやることはやぶさかでは

ありませんけれども、制度設計につきましては国

が一律にすべきものでございますので、現時点で

調査を行う考えはありません。 

〇13番（安久莊一郎君） 私がちょっと見たとこ

ろ、自治体の中で、これ余市も第８期の高齢者の

計画をつくっているのですけれども、それをつく

るために高齢者に対するアンケートを行っている

ところもあるのです。だから、いろいろな段階で

いろいろな方法を考えて、アンケートを取るとか、

これをぜひやらないと、先ほど言いましたように、

数があまりにも違っている、開いていると。これ

では実態をつかんで施策に生かすということには

ならないと思います。そこを再度強調したいと思

います。私先ほど言いましたけれども、余市町で

は高齢者が可能な限り、住み慣れた地域でその有

する能力に応じた自立した日常生活を営むことを

可能にする、そのために取り組んでおります。こ

の観点からいっても、高齢者の難聴というのはそ

の有する能力に応じた自立した日常生活を営むと

いうことからは非常に妨げになっていると思うの

です。ですから、余市町に住んでよかったと高齢

者に喜んでもらえる余市町にするためぜひ町長に

も頑張っていただきたいということを付け加え

て、１点目については終わります。 

 ２点目です。これは、中等度の難聴者への補聴

器助成のことです。これは、重ねて要望しておき

たいと思うのです。先ほど私も述べましたけれど

も、41デシベル以上の人への補聴器推奨、このＷ

ＨＯからの指摘、それから慶応大学の小川教授、

なるべく早く装着をという声、これも重要な指摘

だと考えます。やっぱり難聴になられた方の補聴

器使用によって難聴の進行が抑えられるとか、そ

ういうことが実際に分かっているのです。ですか

ら、そのためにやっぱり国の制度で収まり切らな

い中等度の難聴者への取組、これぜひ町長として

考えていただきたい。普通の会話が不自由なくで

きる生活を取り戻すために中等度の難聴者への支

援は待ったなしだと思うのです。その点、繰り返

しになりますけれども、再度町長の見解をお聞き

したいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、安久議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 こちらの再質問も先ほどの１問目の質問と同じ

質問内容でございますので、本件に関しましては

国において一律で制度設計すべきものであると考

えております。 

〇13番（安久莊一郎君） 非常に残念ですけれど
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も、ぜひ再度考え直していただきたいと思います。

やっぱり普通の会話が不自由なくできる生活とい

うのは、非常に大事なことなのです。これができ

ないために難聴者の方はいろいろ生活で苦しんで

おられるわけです。こういう町民の状態、これを

やっぱり町として率先して余市に住んで本当によ

かったと思える、そういうまちづくりの一環とし

ていただきたいと思うことを指摘して終わりま

す。 

 最後に、磁気ループというものです。私も磁気

ループについては詳しく分からなかったので、い

ろいろ調べてみたのですけれども、本当はこの本

会議場でも磁気ループがあれば傍聴者の方含めて

いろいろなやり取り、討論のことがはっきり分か

るのです。耳が不自由な方でも補聴器を使ってい

る方でも分かると。補聴器がなくても、補聴器に

磁気ループからの音声が入るのと同時に、受信機

もあるものですから、その受信機を使えば同じ効

果が出るのです。だから、これが公共施設、例え

ば中央公民館で何かいろいろ催しがあるという場

合もそれが生かせれば難聴で困っている方もはっ

きりとその声が聞こえると。もし演劇なんかあっ

てもその声が聞こえるということです。だから、

本当は中央公民館などにちゃんとそういう設備を

つけて、いつでもそこの講演では難聴者もそうい

う催物の内容がよく分かるということができると

思うのです。だけれども、それはまたいろいろお

金がかかるものですから、まずは私ここで考えて

いるのは、携帯用の磁気ループがあるのです。そ

れをどこか公民館とかの部屋でそういう会合をや

る、講演会やるという場合でもそこに磁気ループ

を張り巡らせて使えばできると。お金もそんなに

高くないのです。だから、そこら辺も考慮して、

まず携帯型の磁気ループを１台買っておいて、そ

れをいろいろな催物に使っていくと。そうすれば、

有効な活用ができると思います。もう既にそうや

って磁気ループを活用している自治体もあるので

す。だから、余市町もまず高齢者を大事にする、

難聴者を大事にするという町政の在り方を示すた

めにもこの携帯型の磁気ループ導入をぜひ考えて

もらいたいと思います。やっぱり私の聞いた難聴

者の方も本当に聞きたい人の講演があるのだけれ

ども、耳が悪いので、行っても分からない、聞こ

えないと。それで、残念ながらその講演を聞くこ

とができなかったという声が寄せられているので

す。全くそのとおりだと思います。ですから、こ

の磁気ループについても、値段の問題があります

から、町の財政と照らし合わせて、できるもの、

それをぜひ検討お願いしたいのですけれども、ど

うでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、安久議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 先ほどの答弁内容と同じになるのでございます

が、３点目の質問に関しまして、磁気ループの導

入については現在はその考えはありません。 

〇議長（中井寿夫君） 安久議員の発言が終わり

ました。 

 暫時休憩します。 

休憩 午前１０時４５分 

                              

再開 午前１０時５５分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続行します。 

 発言順位５番、議席番号10番、彫谷議員の発言

を許します。 

〇10番（彫谷吉英君） 第２回定例会において次

の質問をしますので、町長においては分かりやす

いというか、適切な判断の下において回答をお願

いします。 

 道の駅について。民間資金活用による社会資本

整備（ＰＦＩ）は、公共施設運営などで民間資金

やノウハウを使って財政負担を軽減し、効率的な

サービスを提供するのが狙いでありますが、先日
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５月15日の北海道新聞に会計検査院はＰＦＩ事業

はコスト高と指摘しております。町が道の駅の整

備に関わり進めようとしているＰＦＩ方式につい

ての進捗状況と適切な試算や客観的な検証はして

いるのか伺います。よろしくお願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 10番、彫谷議員の道の駅

に関する質問に答弁します。 

 令和元年度及び令和２年度に実施しました道の

駅の再編整備に関する調査業務においては、民間

事業者の創意工夫を発揮させる余地を与えること

により財政負担の軽減、さらには効果的な施設運

営が期待されるとして、整備手法はＰＦＩ方式の

優位性が高いとの調査結果が得られており、現在

この調査結果に基づき新たな道の駅に配置すべき

基本的な機能や運営の在り方などについて検討を

進めています。会計検査院の報告においてＰＦＩ

事業のコスト評価について、金利情勢の考慮や従

来方式での競争効果の反映が不十分といった指摘

があることは承知しておりますが、今後詳細に検

討を進める中で事業内容及び事業手法の妥当性が

確保されるよう必要な検証作業を実施していきま

す。 

〇10番（彫谷吉英君） 民間事業者は、公共の用

に供する施設をＰＦＩ方式で整備するための事業

権とともに、当該用地での開発を得ることになり

ます。この場合のメリットの一つは、一体開発に

よるコストダウンだろう。民間事業者が同じ敷地

内に公共の用に供する施設と民間施設を並行して

建設することにより建設工事、場合によっては運

営費も効率化されます。この分のコストメリット

が金利によるコストアップを上回ることができれ

ば、高い民間資金を導入して事業を行うことの合

理性が得られます。一方、同時に建設される民間

施設にしても複合開発で生じるメリットによって

単独で開発するよりも高い競争力が得られなくて

はなりません。そうでなければ、公共施設をＰＦ

Ｉで整備するために無理やり民間施設をくっつけ

たことになります。これでは、目先のメリットが

得られても公共施設だけを整備していたときには

負担しなくてよかった事業上のリスクを受けるこ

とになってしまいます。事業規模を拡大し、複合

的と称して複数の事業がもたれ合う構造をつく

り、過剰に至ったのがバブル経済時代に多く見ら

れた事業構造である。これを防ぐために複合開発

に含まれる民間事業については単独の事業ごとに

事業の成立を求めるべきであります。 

 次に、独立採算型の事業が含まれる場合は民間

のノウハウによって収益性の向上を図ることであ

ります。公的な集客施設運営をマーケティング能

力、経営能力を期待して民間に委託することであ

ります。民間の経営によって収入が拡大すれば、

金利によるコストアップを補っても事業性を向上

できる可能性はあります。その上、公共側が集客

施設の設計リスク、陳腐化回避のための更新設備

リスクを避けることができます。これは民間の事

業ノウハウを導入するといった意味では望ましい

方法ではありますが、民間の集客力が公共団体よ

りもどれだけ優れているかを明らかにするべき工

夫が要ります。類似施設の実績等によって確認す

る方法も考えられるが、より主体性の事業想定を

求めることが何よりであろうと思います。公共側

の行うべきことの第三者的な立場から事業計画を

策定することではなく、求める事業性を民間側に

提示することであります。民間側がこれを達成す

るように自己責任に基づいて提案を行えばいいの

であります。しかし、次の点に留意しなくてはな

りません。１つは、民間の提案の適正さを評価で

きなくてはいけないことであります。高い事業性

が認められることを条件として公的な資金を導入

できるのなら、民間は多少無理な事業計画でも提

案するかもしれません。民間事業者がこうした選

択をする可能性を否定できない。したがって、た

とえ民間から事業計画の提案を受けるにしても公

共側がそれを精査するための市場調査を行ってい
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く必要があります。 

 ＰＦＩ事業の妙技は、公共側にとってリスクが

少なく、かつ民間側にとって事業として魅力があ

る線をいかに引くかにあります。もくろみが外れ

れば、民間は一たび計画した公共資金を投入して、

民間に建設工事を委託する今までの公共事業との

大きな違いであります。こうしたＰＦＩの特性を

生かすために民間からの提案を受けた結果、もく

ろみが外れたら募集を取り下げ、事業自体の是非

を含めて再度考え直す必要がぜひとも必要であり

ます。それができなければ、民間の創意工夫を取

り込んだ計画は立てにくいと思います。民間との

共存共栄をどのようにしていくか、町長の考え方

をお聞きしたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 10番、彫谷議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 ご高説どうもありがとうございました。ＰＦＩ

に関しましては、優位性が高いという調査結果が

得られているわけでございますので、もちろんコ

スト、町に対してのメリットがないとそれを進め

るつもりはありませんので、今後手法に関しても

必要な作業を行っていくということでございま

す。 

〇10番（彫谷吉英君） 次に、別な観点から質問

したいと思います。 

 この道の駅に関して、昨今電子政府、電子自治

体という言葉も出ているように、これから公共団

体の中でもＩＴ革命が急速に進む可能性がありま

す。公共施設を民間施設に増した形でＩＴ化する

必要が出てくるかもしれません。それを今までの

公共事業と同様に公共側が全て自前で所有するよ

うな形態で整備したら、非効率は目に見えていま

す。新たな機能でありますから、ＰＦＩのメリッ

トを客観することの難しさはありますが、公共サ

ービスを効率化し、公共団体の改革を図る意味か

らむしろ積極的にＰＦＩの適用を図る分野と言え

るのではないでしょうか。この点について町長は

どのように考えますか。お願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 10番、彫谷議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 本件はちょっと道の駅とは違う論点になると思

いますが、地方公共団体のデジタル化をＰＦＩを

活用してやるというのは道の駅とは全く離れた論

点になるのですけれども、もちろん必要に応じて

民間の活力を取り込みながらやるということでご

ざいます。 

〇10番（彫谷吉英君） 開発事業にＰＦＩを導入

することの可能性について２つの点が重要であり

ます。ライフサイクルコストに占める建設費比率

の高さという面からいえば、開発型事業へのＰＦ

Ｉの適用にそれなりの工夫が必要になります。事

業構造上の工夫が不可欠であると認識をまず持つ

ことが必要であります。民間の資金コストが公共

のそれよりも高いという前提が崩れない限り金融

手法を幾ら工夫しようと、それだけで開発事業へ

のＰＦＩの適用を正当化することはできないはず

であります。開発型事業へのＰＦＩの適用は多く

のモラルハザードを呈してきたこの分野の事業モ

ラルを是正する可能性とＰＦＩ自体を窮地に追い

込む危険性という２つの側面を持っている。この

意味で日本版ＰＦＩの成否が問われると言えるか

もしれない。 

 以上、提案して終わります。 

〇議長（中井寿夫君） 彫谷議員の発言が終わり

ました。 

 各会派代表者会議並びに諸会議の開催、さらに

昼食を含め、午後１時30分まで休憩します。 

休憩 午前１１時１０分 

                              

再開 午後 １時３０分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続行します。 

 発言順位６番、議席番号15番、中谷議員の発言
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を許します。 

〇15番（中谷栄利君） 私は、今定例会に当たり

１件の質問しております。理事者においては、要

を得た答弁をお願いいたします。 

 函館本線並行在来線の存続と活用推進について

です。北海道は、第８回道新幹線並行在来線対策

協議会後志ブロック会議において来年度の早い時

期までに小樽から長万部間の存廃について決める

方針を示しました。収支予測も示しながら財政的

困難を理由に議論を加速させようとしています。

函館本線は、明治以来道内の旅客、物流を支えて

きました。北海道の幹線であり、重大な動脈です。

沿線自治体だけではなく、全道、全国的な問題と

してあらゆる存続の可能性を探究すべきです。人

の移動権を保障し、住民生活を支え、観光と物流

の面からも役割は重要です。今道は、北海道交通

政策総合指針重点戦略として2021年から2025年の

５か年計画を今年３月に発表しています。さらに、

北海道後志地域公共交通活性化協議会を設置し、

来年２月に地域公共交通計画案について協議、策

定しようとしています。以下、町長の見解を伺い

ます。 

 １つ、北海道交通政策総合指針重点戦略と北海

道後志地域公共交通活性化協議会について基本姿

勢を伺います。 

 ２つ、国や道の支援を求め、上下分離方式など

存続について検討することについて。 

 ３つ、有珠山噴火時の代替路線としての函館本

線存続について。 

 ４つ、後志道内の物流を支える鉄路としての存

続について。 

 ５つ、海外観光客の後志、道内への交通として

の存続について。 

 ６つ、原子力災害としての避難手段としての存

続について。 

 ７つ、ワイン観光の振興としてワイン列車を走

行させることについて。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、中谷議員の質問に

答弁します。 

 １点目の北海道交通政策総合指針重点戦略につ

いては、北海道交通を取り巻く環境変化に対応し

ながら北海道全体としての交通ネットワークの実

現を目指したものであり、本町においても余市町

地域公共交通網形成計画を踏まえながら、道と協

働できるものについては連携を図ります。また、

北海道後志地域公共交通活性化協議会について

は、後志管内全市町村と長万部町、さらに北海道

の参画の下、持続可能な将来の交通体系の確保に

向け広域計画の早期作成の必要性から設置された

協議会であり、本町としても積極的に協議に臨ん

でいきます。 

 ２点目の上下分離方式など存続の検討について

ですが、並行在来線は既に余市町としてＪＲ北海

道の経営分離に同意していることから、ＪＲ北海

道による運行は困難性があると認識しています

が、今後ともあらゆる可能性について模索してい

きます。 

 ３点目の有珠山噴火時の代替路線及び４点目の

後志、道内の物流を支える鉄路としての存続につ

いてですが、余市町としては町民の移動手段につ

いて検討すべきものと考えており、有珠山噴火時

の代替路線や物流についての議論は国や道におい

て議論すべきものと考えます。 

 ５点目の海外観光客の交通としての存続です

が、海外からの観光客のみならず、余市町を訪れ

る方の足として鉄路は重要と認識しています。 

 ６点目の原子力災害時の避難手段ですが、避難

手段は被災状況に応じて関係機関、関係団体にお

いて調整が図られるべきものと考えます。 

 ７点目のワイン列車の走行についてですが、町

としては現時点で実施の考えはありません。 

〇15番（中谷栄利君） 随分さっぱりとした答弁

だなと思っています。 

 それでまず、函館本線についてこの間何回も議
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論しておりますから、同じこと繰り返しになって、

本当に恐縮なのですけれども、この北海道の全体

の物流だとか道民、住民の移動権、海外の人たち

のインバウンドも含めて、そういったことを考え

たときにどうやって移動権を保障するのか、そう

いった対策も必要ではないかなと思っています。

ですから、函館本線並行在来線について、この問

題については沿線自治体の問題だけではなく、北

海道、全国の重要な問題として考えるべきであり、

その上でどのようにしたら存続の可能性があるの

か、また今日に至るまでこの経過についてしっか

りと反省すべきものがあるのではないかなと思い

ます。その上で、まず北海道が先ほどお示ししま

した重点戦略と地域公共交通活性化協議会、こう

いったものを設置して、町からも一般会計からも

予算を提出し、計画策定に向けて準備している段

階です。しかし、特に活性化協議会についての設

置の趣旨について、設置の目的について書かれて

いる背景というのはいろいろありますが、令和２

年11月に地域公共交通活性化再生法が改正された

ことにより公共団体における地域公共交通の計画

の策定努力義務化がされ、また国から乗り合いバ

スの運行経費補助を受けるために補助の必要性や

有効性、定量的な目標等、交通計画に位置づける

ことが必要になった。このため、地域公共交通計

画の策定に必要な協議を行う場として協議会を設

置するものである。これが道が示した背景です。

ただ、この重点政策も含めてやはりこの協議会の

設置についても今の住民の足、特に65歳以上の免

許返納も町も取り組んでいるところですが、そう

いった中でどうやって生活圏、そういったもの支

えて、また観光なども流入含めて交通網をどうや

ってつくっていくのか、様々な問題がある中で検

討しなければならない。特に運転手不足など様々

な問題がある中で、この計画が出てきているので、

本当に有識者、住民、あるいはそういったところ、

多くの団体を含めてこの計画を決めなければなら

ない、私はそう思います。しかし、この計画策定

するに当たって民間業者、専門機関であろうけれ

ども、そこに委託して、なおかつ短期間で計画を

まとめさせて、２か月ぐらいで計画を協議して、

９月には一定の方向性を決めるのがスケジュール

になっています。本当にそういったことで先ほど

町長が言った積極的な協議、また町としても協働

する、そういった姿勢がこの計画としてやはり住

民の声とそういった函館本線の役割、そういった

もの備えて、反映できるものなのか、そういった

ことを含めて改めてこの北海道の交通網として、

日本の交通網として函館本線の役割を重視すべき

だと私は考えますが、町長の見解はいかがでしょ

うか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、中谷議員のさらな

る質問に答弁させていただきたいと思います。 

 函館本線全体の重要性に関する議論に関して

は、この場では私からは特にコメントすることは

ありません。私としてはこの協議会の中で余市小

樽間のみは別途協議をするということを、そうい

うふうに分けたわけなので、そこは余市町民の足

を守るということで、そのように余市町の利益を

守るべく動いているということでございます。 

〇15番（中谷栄利君） 一定そういう方向性が出

たということで、それはそれでお受けしたいと思

います。 

 ２番目、３番目といろいろ関係があるので、移

らさせていただきますが、２番目に上下分離方式、

これは単独ではできない。要するに今日のＪＲ北

海道が赤字を抱えるような状況になってきてい

る。今年度の決算でも相当な赤字になっていて、

北海道新幹線だけでも150億円ぐらいの赤字にな

っているという現状です。そういった中で、やは

り国鉄の分割民営化について北海道がどうしても

赤字採算に落ち込んでしまう。低金利の状況で一

定そういった高金利状態を想定した状況から変わ

ってしまっているわけですから、そういった状況
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の中で当初の計画からも大きくずれて、赤字を抱

えざるを得ない。そのために道民の沿線鉄路が次

々と剥がされていく、それが今日の現状ではない

かなと。新幹線ができるからといって新幹線が住

民の足にはならない。それは、青森、北斗の住民

の生活の様子を見ていれば、新幹線に頼らずフェ

リーを利用するという状況見ていれば一目瞭然で

す。ですから、この問題を考えるときには存続に

ついて本当に考えるときには国の国鉄分割民営化

の失策の背景、きちんと総括させて、国策として

も北海道の計画としてもどうやって道民の鉄路と

して支えていくのか、その可能性を探るべきであ

り、その上で上下分離方式、国や道、あるいは沿

線自治体、上のほうではＪＲ北海道運行主体、ま

た沿線自治体がそうやって関わっていく方式もあ

るようにはされていますが、そういった可能性で

ＪＲ北海道の姿勢も、国の100％株主の特殊企業で

ありますから、民間企業ということでのくくりで

はなく、国鉄の財産を引き継いだ企業として国の

責任としてもこの問題を根本的に改める、そうい

ったことを含めた上下分離方式を言っています。

この問題について経営分離に同意しているという

くくりでやるのもいいのですが、経営分離につい

ての議論も様々ありますが、北海道新幹線の採算

性の問題、その赤字が道民に負担押しつけになる

のではないか。絵に描いた想定、それは実際には

どうなのか、残土の問題など様々あります。そう

いった中で経営分離しているからという問題だけ

ではなく、根本的に総合的にこれまでの歴史経過

も踏まえて見直し、考えていくのが重要なことで

あります。そこを経営分離に同意しているという

このくくりで切って捨てるのはいかがなものかと

私思いますので、総合的な考え方を持って函館本

線存続の展望を検討する、そういった姿勢が必要

ではないかと思いますが、いかがですか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、中谷議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 国鉄の全体の話については、ここは余市町の議

会ですので、私からコメントすることはありませ

んけれども、特別委員会でも何度も言っています

けれども、経営分離には同意しているとはいえ余

市町小樽間の乗降客数ですか、輸送密度に関して

は一定数、非常に高いものがありますから、帯広

釧路間よりも輸送密度は高かったりもするわけで

すから、そこはＪＲがその部分だけはできる可能

性もあるのではないかということも私も言ってい

ますので、その辺先ほどの答弁にもありますとお

り、あらゆる可能性を模索していく必要があると

いうふうに考えています。 

〇15番（中谷栄利君） それはそれで存続に向け

てのちょっと今の現状の中でのベターな方向性に

向けて踏み出した一歩と言えるので、よろしいか

なとは思いますが、やはり私は最初に冒頭に言っ

たように、この北海道の函館本線というのは旅客、

物流の支えであり、沿線自治体のものだけではな

い、そういう観点で考えたときにいかがなものか

なと思っています。 

 その上で３番目、４番目につながっていくので

すが、やはり気象庁が有珠山の噴火について火山

性地震、それが頻発している、150回ほどでしたか、

そういった報道がありました。その当初有珠山噴

火レベルを２まで引き上げたと。今有珠山が火山

であることの認識とする１になっていますが、有

珠山は20年から30年、あるいは24年周期とも言わ

れています。有珠山の火砕流や噴石が降り注ぐ、

そういった気象庁が示している地域の中に室蘭本

線がすっぽり入っている。すっぽりというのは、

一定区域はもちろんありますけれども、その中で

やはり旅客、物流の支えとなっている室蘭本線の

中でそういった危険性があるわけです。なぜこの

問題言うかというと、後志の中でもやはり重量野

菜といって、多分倶知安でジャガイモ、そして真

狩でもでん粉などを生産しています。真狩ではコ

ンテナに積んで室蘭まで運んで、貨物に載せてい
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るという状況です。道内の北見では、タマネギを

使っているという状況です。ＪＲ北海道、貨物に

おいてもやはりこの函館本線、今存廃の状況が議

論されているという中で、本当になくされては困

るという状況で考えている。非常にそういったこ

とも私たちは取材しております。そういった中で、

この問題についてやはり先ほど最初に言った道の

総合計画、物流、人の流れ、そういったことも総

合的に捉えたときにこの問題についても重要なこ

とですから、その上で代替路線としても必要です。

また、続けさせて言わせていただければ、北広島

に球団のボールパーク構想があり、当然そこに乗

りつける約４万人近いお客さんが利用されるわけ

ですし、また海外のお客さんも快速エアポートな

ど利用するという形で結構コロナ前のときには海

外のお客さんで混雑していた。また、ボールパー

クができたときに当然さらに混雑する。そういっ

たときに貨物が本当にせめぎ合う中で使えるのか

どうか。ＪＲの貨物についても函館線を経由して

利用する迂回策としても、噴火時だけではなく、

そういった活用の方向性もあるのではないか、そ

ういった総合的な議論が必要だと思います。何し

ろ有珠山を想定したそういった危険性がある中

で、また雨や台風などそういった災害のときにも

一時は代替として必要になるほど乗ったわけです

から、そういった立場でも必要になると思います

ので、そういったことの観点でそれも含めて検討

していただきたいと思いますが、いかがですか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、中谷議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 １問目と質問の内容同じでございますので、答

弁も必然的に同じになるわけでありますけれど

も、余市町としては町民の移動手段について考え

るべきものと考えており、有珠山噴火時の代替路

線や物流についての議論は国や道において議論す

べきものと考えております。 

〇15番（中谷栄利君） やはりこういった物流の

問題やら災害時の迂回路としての対応、そういっ

たことを考えたときにその方向性が多分来年度の

早い段階で決定されようとしているわけですか

ら、それは国や道の議論というふうにはならぬ。

そういったタクトというか、そういった北海道の

交通、物流の要を私たち函館本線沿線の自治体が

担わされている。むしろ国や道が、特に道が北海

道新幹線早期着工のため、前倒しのために旗振り

をしているという状況の中でこの問題は議論され

ています。そういった中で交通体系だとか、そう

いったもの、持続可能な交通網をつくる計画も本

当に実のかなったものになるのかも怪しいところ

ですが、あたかも新幹線着工のために都市計画開

発もある中で、早く決着つけろという中でこの日

がにわかに現実化して、前倒しになってきている

というのが現実ではないかなと思います。ですか

ら、この問題について国と道の議論、そういう問

題ではなく、沿線自治体の重要な使命が担わされ

ています。そのことを言って、次の質問に入りま

すが、海外だとか観光客についてももちろん国内

の余市町へ訪れる人たちの場所として、鉄路とし

て大変重要なものですから、それについては異存

ありません。ただ、６番目の原子力災害の避難手

段としての問題についてなのですが、原発自体の

過酷事故の場合、やはり車やバス、そういったこ

とで避難して、本当に安全、安心に避難できるの

か。そういった計画、バスが一体どれだけ現地に

着いて、そして移動できるのか。しかも、乗用車

の移動も認めるという状況の中で、交通が麻痺す

る可能性もあります。そういった中でやはり移動

手段として鉄道の、大量輸送の鉄道として、旅客

として人を乗せて移動させる、そういった仕掛け

も当然原子力災害として必要な手段として私は考

えています。また、この問題についても倶知安の

振興局で日本共産党後志地区の議員団として交渉

した際にも、３年前になりますが、これまで鉄路

についての避難策については沈黙していました
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が、私の質問に対してもその可能性あるという答

弁も得ているところです。そういったことで実現

不可能な、疑わしいと私は思っていますが、そう

いったことではなく、現実的な鉄道への避難対策

としてその有効性を考えていますが、それを関係

機関でということでなく、鉄道を剥がしてしまえ

ばその可能性はありません。そうならないように

この問題についてそういった視野も含めて議論さ

れるべきだと思います。いかがでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、中谷議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 原子力災害時の避難手段については、被災状況

に応じて関係機関、団体において調整が図られる

べきものというふうに考えています。 

〇15番（中谷栄利君） 答弁が全く同じなので、

こういった問題が本当に必要なことにならないよ

うにしていただきたいと思いますが、やはり北海

道の後志の避難路というのは路線が非常に限られ

ている中で、事故になったら一体どうなるのかと

いうのは想定します。だから、鉄道使っての避難

対策も含めてやっぱりこの問題も町として声上げ

て、計画見直しに対して関係機関とも重大な視点

として協議する、そういう方向性を求めたいと思

います。 

 次に、ワイン観光の振興とワイン列車なのです

けれども、現時点で実施する可能性について考え

ていないというか、実施のことについては考えて

いない、そういう答弁でした。それで間違いない

と思いますが、ただ、今余市町はワインツーリズ

ム、仁木町と連携して取り組んでいますし、ワイ

ンのワイナリーも一定広がってきている。そうい

った中で醸造家たちがそれぞれ個性出しているワ

インを出していて、高い評価を得て、道内のみな

らず全国でも余市のワインを求めて訪れる人たち

がいます。私の提案は、ワインを楽しむ人たちが

車や、特に自家用車を使って来るのではなく、来

るまでの過程も含めてぜひ家族でにぎわうような

仕掛けで楽しみながら来ていただく。そして、そ

こからのワイナリーへのアクセスも町内のタクシ

ー業者や、あるいは将来的なコミュニティバス、

そういったことも含めて接続する可能性、ぜひそ

ういったもの模索すべきではないかなと思いま

す。ＪＲ北海道にこういった観光プランを示すと

きには、１年前からそういった方向性の可能性も

示さなければならないわけです。もちろんコロナ

が終息してということが前提の計画ですけれど

も、安全対策して実施できればそれはこしたこと

ありませんが、ワインを楽しんでいただく人たち

が車を運転することによってそれを楽しみ損な

う、そういうことではなく、余市に訪れる過程も

仁木に行く過程もぜひ風景を見て楽しみながら来

ていただく、そういったワイン列車、ＪＲ北海道

の持っている観光列車なんか使ってやればいいの

ではないかなと思っていますが、そういった方向

性で仁木町や余市町の観光協会もこの話を以前し

たことがありますが、３年ほど前ですけれども、

非常に積極的に話を聞いていただきました。この

ワインツーリズムの問題について、やはり計画を

さらに推進させていくためにも、また余市町での

ＪＲの活用推進においても非常によいメニューで

はないかなと思っています。それを現時点で実現

する考えはないというそのくくりではなく、将来

的にこの問題を前向きに捉えて、検討して、将来

観光計画としてＪＲ北海道に打診する。町だけで

なく、観光協会、様々な商工会、商店街も含めて

抱えて、実行委員会つくってやるような可能性も

よいのではないかと思いますが、そういった楽し

い計画をぜひ鉄路の存続のメニューの一つとして

も見据えていくと、実現していくというのはよい

のではないかなと思っています。そういったこと

を含めて、将来的な展望も含めていかがですか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、中谷議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 もちろん鉄路に関しましては、先ほど来申し上



 

－95－ 

  

げているとおり、余市町を訪問される方の足とし

て重要であるというふうな考えを持っているわけ

です。ニッカウヰスキーもありますし、ワインの

町ということで、鉄路で来ていただいて、飲んで

いただいて帰るというのがもちろん非常に重要で

あるというふうに考えているわけです。ですから、

冒頭も申し上げましたとおり、並行在来線に関し

ましては私は余市小樽間は何とか守るべく動いて

いるということであります。余市小樽間について

は20分ぐらいですから、そこをワイン列車という

話にはなかなかならないと思いますが、余市に来

てもらう足としては鉄路は重要であるというふう

な認識で、そこから先に関しては様々なワイナリ

ーを巡ったり、そういうふうに広がるという可能

性はあるのではないかなというふうには思ってい

ます。 

〇15番（中谷栄利君） ＪＲ北海道は、今考えて

いるのは存続という言葉だけではなく、鉄路を使

ったやはり観光メニュー、そういったものについ

ての積極性、総合性がどうなのか、そういったこ

とも含めていろいろ見ていると思います。そうい

った中で、小樽余市間の問題だけでその可能性に

ついて20分足らずということで否定されています

けれども、ワインツーリズムということになれば

仁木町も含めた対応になるでしょうし、またどう

なるか分かりませんけれども、然別のところもや

はり列車の入替え、あるいは将来的にはモーター

充電の対応の列車になるのだったら充電の基地と

しても重要な役割を果たすでしょうし、そういっ

た可能性も含めてこのことを考えるべきですし、

余市だけのワイン列車というくくりではなく、ワ

インツーリズムを組んでいる仁木町としてもタッ

グを組んでやることが重要ではないか。函館本線

住民の会で仁木町の佐藤町長を訪ねたときにワイ

ン列車を走らせたいというのは佐藤町長からお言

葉いただきました。そういった中でいまだにこの

計画を私も温めていますが、ワインで盛り上がっ

ている町をぜひいろいろな人に見てもらいたい

し、風景も楽しんでもらいたい。商店街やそうい

ったところも活発に活性化すればいいなと思って

います。そういった可能性を秘めて、函館本線の、

余市、仁木までの間かもしれませんが、活性化の

メニューとして、あるいは将来的にニセコも含め

てそういった可能性も含まってくるわけですか

ら、そういったメニュー、どんどん呼び込んで、

やっぱり鉄路のよさ、それを多くの人にワインを

通して味わってもらいたいなと思っています。余

市町の産業の推進のメニューの一つだとも私思っ

ていますから、この方向性について内部で検討し

て、ぜひ観光協会なり、様々団体募って検討メニ

ュー、他町村の実態なんかも含めて計画を推進し

ていく、そういった立場も必要ではないかなと思

います。その方向でぜひ担当課の中で計画含めて

模索していく、そういったところに着手すべきだ

と思っていますが、それについていかがですか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、中谷議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 私としては小樽余市間を何とか別途別協議にし

て維持していくというスタンスでありますので、

そこから先についてのワイン列車として活用は考

えていませんし、担当課でもワイン列車について

は検討するつもりはありません。他方で、余市ま

で電車で来ていただいてからの様々な観光メニュ

ーについては、それはもちろん鉄路を有効に活用

してもらって、余市町内を回っていただけたらい

いのではないかなというふうには思っています。 

〇議長（中井寿夫君） 中谷議員の発言が終わり

ました。 

 暫時休憩します。 

休憩 午後 ２時０６分 

                              

再開 午後 ２時１５分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 
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 一般質問を続行します。 

 発言順位７番、議席番号18番、岸本議員の発言

を許します。 

〇18番（岸本好且君） 令和３年余市町議会第２

回定例会に当たり、さきに通告しております質問

１件について行います。町長におかれましては、

答弁のほうどうぞよろしくお願いいたします。 

 件名、農業分野における人手不足対策について。

生産年齢人口の減少や人口構造の変化を背景に企

業や地域における人手不足は深刻化を増していま

す。日銀短観によると、人手状況を過剰と回答し

た企業の割合から不足と回答した企業の割合を差

し引いた雇用人員判断は、2013年を境に全産業分

野において過剰から不足に転じています。その後

2019年３月にはマイナス35ポイントとバブル期の

水準となっており、人手不足は急速に高まってい

る現状にあります。全国的な人手不足の状況は、

新型コロナウイルス感染症の影響で2020年に入り

さらに雇用関係に悪化をもたらしています。農業

分野の現場においても入国、移動制限等で外国人

技能実習生やアルバイトの採用が極めて難しい状

況にあります。本町の基盤産業である果樹を中心

とする農業は、これから夏、秋にかけ収穫期の本

番を迎えます。本町の農業は機械化による収穫は

難しく、作業は人手に頼るところが大きいところ

があります。本町の大切な基盤産業、それを支え

る農業経営者の負担軽減と安定経営を推し進める

上で人手不足対策は喫緊の課題です。関連する農

業団体、企業を含め自治体の役割は大きいと考え

ます。これまでの本町の農業分野における外国人

技能実習生、アルバイトを含む雇用の実態と今後

の農作業を担う人材確保の取組について以下質問

をいたします。 

 １、外国人技能実習生の採用実態と今後の推移

について。 

 ２、農業分野における余市町シルバーセンター

の派遣の実態について。 

 ３、ＪＡ中央会と旅行会社の協定による人材確

保の本町農業への導入について。 

 ４、農業分野における人材確保に向けての自治

体の取組と長期展望について。 

 以上、答弁のほうよろしくお願いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 18番、岸本議員の質問に

答弁します。 

 １点目の外国人技能実習生の採用実態と今後の

推移についてですが、本町での農業分野における

外国人技能実習生の採用は労働力不足を補う面か

らも重要なものと認識しており、例年30名程度の

外国人の方々が採用されていると伺っておりま

す。今後におきましても外国人技能実習生は不足

する労働力確保の一つの方策として一定程度需要

が見込まれると考えております。 

 ２点目の農業分野における余市町シルバーセン

ターの派遣の実態についてですが、昨年度におき

ましては実人数で294人、延べ3,533人が農家へ派

遣され、農作業での人材確保の一端を担っている

と伺っております。 

 ３点目のＪＡ中央会と旅行会社の協定による人

材確保の本町農業への導入についてですが、昨年

より新型コロナウイルス感染症の拡大により休業

等の影響を受けた旅行会社社員、各ホテル、旅館

等の従業員から人材を募り、労働力となる人材を

活用する取組ですが、本町におきましては作業条

件や費用の面などで導入については難しいものと

伺っております。 

 ４点目の農業分野における人材確保に向けての

自治体の取組と長期展望についてですが、日本全

体が人口減少していく中、農業分野における人材

確保は今後も厳しい状況が続くものと認識してい

ますが、人材確保の取組として引き続き各種制度

の活用に努めます。また、農作業の省力化に向け

たスマート農業の取組や栽培管理の自動化、機械

化を図ることで農作業効率の向上に向けた取組に

ついて関係団体と連携を図り、調査研究をしてま
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いります。 

〇18番（岸本好且君） それでは、何点か再質問

させていただきます。 

 実はこの農業分野における人手不足を今回一般

質問させていただいたのは、今年は大変農作物の

生育が今のところ、場所にもよりますけれども、

順調に推移していると。特にサクランボ農業経営

者の方からはちょっとなり過ぎで困っているとい

う農家もあるように聞いています。そこで、もぎ

手は確保したのですけれども、選果の人が足りな

いだとか、選果する女性の方は毎年来ていただく

のですけれども、肝腎なもぐ人がいなくて、その

私の知り合いの農家なのですけれども、昨年は２

割、３割近く結局もぎ切れなくて、捨ててしまっ

たという、そういうことも実態としてあります。

そんな意味で、まさに余市の産業を支えている農

業部門は人手不足で大変な状況にあるということ

を念頭に町長の考え方お聞きしたいと思うのです

けれども、まず１点目の外国人技能実習生の関係

なのですけれども、今町長の答弁のように、30名

程度ということで余市町で活躍されていますけれ

ども、実は農協のほうに直接お邪魔して、ちょっ

と実態を聞いてきました。全てではありませんけ

れども、人数が人数ですので、当然農協が中に入

っているわけでありませんので、人材会社がそこ

を調整しているわけですけれども、結局長期に雇

用してくれる農家、特にミニトマトなんかは収穫

期間長いですから、契約してくれるのですけれど

も、サクランボというのは正直１か月なのです。

それで、短期間ということもあって、なかなか人

が回ってこない、実習生が回ってこない。取り合

いになっているという話も聞きました。そんなこ

とで、そういう状況、特に豊作であってほしい、

私だって思っていますけれども、片方でそういう

実態があるということを町長にはどのように思わ

れているか再度お聞きしたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 18番、岸本議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 人手不足の実態についての捉え方かと思います

けれども、コロナ禍において人材確保については

昨年と比べ半減しているというようなことを聞い

ておりますし、一部ハウス作付を減らした農家も

あるというふうに聞いているわけです。いずれに

せよ、30名程度外国人の方が例年採用されており、

今後についても不足する労働力確保の一環として

外国人労働者が引き続き入ってきているというよ

うなことというふうに聞いています。 

〇18番（岸本好且君） １番目の外国人実習生の

関係なのですけれども、技能実習制度として開始

されたのが大分たつのです。1993年と思います。

そして、当時は教育のほうに強く重みを持ってス

タートした関係で１年目は実習といいますか、研

修といいますか、座学で１年間を過ごすと。現場

での就労というのは禁止をしていたのです。実際

は問題になりましたけれども、労基法に抵触する

ような扱いがあったりして、その後入管法の改正

で制度が大きく変わってきています。今は入国当

初から技能実習が可能となって、その分この制度

を利用して、相当数日本全国に入ってきて、今あ

らゆる職種で大きな役割を果たしていますけれど

も、制度自体の問題も片方で指摘をされているの

も事実です。そんな面でこの制度がずっと続くか

どうかというのもやはり限りといいますか、分か

らないことですので、やはり今から、本町で見れ

ばこの一次産業の特に農業分野の集中短期型の作

物が多いこの本町の農業はやっぱり地元で、自分

の町で解決していかなければならない。この後シ

ルバーセンターの話もありますけれども、今の制

度を利用するのは今はもう当然なのですけれど

も、それは役に立っていますけれども、それが継

続しないときにどうするかということなのですけ

れども、そんな状況が片方であるということがあ

りますので、それも含めて再度見解とかお考えあ

ればお聞きしたいと思います。 
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〇町長（齊藤啓輔君） 18番、岸本議員のご質問

に答弁させていただきたいと思います。 

 質問がちょっとよく分からないのですけれど

も、いずれにせよ人材が不足するのを外国人技能

実習生を使ったり、地元の方を使って埋めていく

ということなのでしょうけれども、農業分野の人

手不足に関してはやはり冒頭岸本議員もおっしゃ

っていたとおり、日本の流通の構造も変化してい

かなければならないと思っていまして、例えば小

売のスーパーマーケットを見ても今話題となって

いるプラとかビニールでぐるぐる巻きにされた野

菜とか果物が売っていますけれども、諸外国の人

から見たら何でこんなにビニール使っているのだ

というような売り方をしているわけです。諸外国

だったら農作物がどんどんと置いてあって、自分

で必要な分だけ取って、量り売りとかいうスタイ

ルもありますから、そういうふうにすれば人手、

選果の人とかも削減できるのではないかなと話を

聞きながら思っていたということであります。い

ずれにせよ、人手不足に関しては今後も人口構造

の変化に伴って不可避な問題ですから、どこかの

タイミングできちんと全体的な方針として国家的

にも人口政策というのは考えていかなければなら

ない重要な問題ではないかというふうに考えてい

ます。 

〇18番（岸本好且君） いずれにせよ、今町長お

っしゃいましたように、人手不足はこれは余市町

に限らず全国的なことですので、今１番目の実習

生については現実頼るところも大きいです。町と

しても引き続き注視していっていただきたいと思

いますので、この項は終わります。 

 次、２番目の農業分野における余市町シルバー

センターの派遣の実態について町長から数字が示

されました。延べにして3,000名以上ということ

で、これは農業分野のほうに実際派遣されて、農

家の方大変助かっているということで、シルバー

センターの制度を活用しているというか、成果が

出ていると思うのですけれども、実は私もシルバ

ーセンターの担当の方とちょっと話しする機会が

ありまして、今登録人数、一番ピークは150を超え

ていた。年々減って、実際今は百十何名かな、減

ってきているということで、シルバーセンターの

会員は健康な方で、おおむね60歳以上、いろいろ

な技能を持っている人方が登録されて、それぞれ

の仕事に行っているわけですけれども、近年やは

り60歳が定年制の関係もあって延びている。そし

て、農業分野に言わせると、担当の方も言ってい

ましたように、作業の中身によって、やはり例え

ばはしごを使ってもぐだとか、それから暑いハウ

スの中で作業するということで、健康面の関係で

どうしても希望して行くというのが本当につらく

なってきたということです。だから、そういう意

味でちょっとこの先シルバー人材センターの関係

については今後、これ町が直接運営していません

ので、町がどうこうということはないのですけれ

ども、補助金400万円ちょっとですか、出している

関係もあって、今後の登録者数の今の現状を、現

実減ってきていることをどのように町長は捉えて

いるかちょっとお聞きしたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 18番、岸本議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 シルバー人材センターの人員登録の現状をどう

見るかということなのだと思いますけれども、詳

細については我々はシルバー人材センター運営し

ていないので、分かりませんけれども、今後の統

計の予測を見ますと、いずれにせよ人口は減って

いくので、登録者数も減っていくのではないかと

いうふうには見ています。 

〇18番（岸本好且君） 先ほどの技能実習生もそ

うなのですけれども、今直近ではサクランボの収

穫時期目の前にして、シルバー人材センターから

一人でも多く派遣をしてもらいたいというのがや

っぱり大きな希望でありますし、実際シルバーセ

ンターの担当の人もできるだけ派遣をさせたい、
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行ってもらいたいというのはあるのですけれど

も、実際高いところに上るということも何か禁止

ではありませんけれども、極力避けていただきた

いというのもあるようですので、このまま余市も

人口減少になって、定年制が延びて、なおかつそ

ういうシルバー人材センターに登録しても農業分

野は避けたいという人が増えていくことによって

ますます農業分野の人手不足解消には結びつかな

いような状況が今後さらに続いていくのではない

かなとちょっと危惧しているところですので、こ

れが仮に農業分野に限らず、今百十何名、100名を

切って、そうしたら今度運営面でもかなり厳しく

なる。そうならないためにも町としてもＰＲはも

ちろんそうですけれども、このシルバー人材セン

ターとの連携というのが非常に必要になってく

る。現実どんどん登録数減ってきているわけです

から、手を打つ時期ではないかと考えますが、そ

の辺はどうでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 18番、岸本議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 シルバー人材センターの人員、登録者数の減に

ついてなのですけれども、一元的にはシルバー人

材センターのほうで考えるべきものだというふう

には思っています。必要に応じて担当課に相談に

来ていただければ、何か一緒に考えたりはできる

というふうには思っています。 

〇18番（岸本好且君） 実は農家から受注は受け

たのだけれども、こういう人に来てほしいと受け

たけれども出せないということが現実起きていま

すので、有能な人材を計画的に農家さんに派遣す

るのは会員増強が必須ですので、ぜひ引き続き取

り組んでいただきたいと思います。この項終わり

ます。 

 次、３番目なのですけれども、これ全農中央会

と旅行会社の協定による人材確保と、これは私も

つい最近この情報を新聞で知ったばかりで、あま

り中身については知り得ていません。その上で再

質問させていただきますけれども、新聞読む限り

大変画期的なことだと私は思いました。それはな

ぜかといいますと、今回山形県がサクランボの収

穫に今回これ入っています。ですから、まさに今

年、21年度については、これ計画ですが、新聞見

る限りでは全国で５万人、来年度についてはその

倍の10万人まで増やす。そういう意味で、サクラ

ンボの収穫に限っては山形が今年から、もうスタ

ートしていますので、ぜひ、まずはどういうもの

なのか私自身も分かりませんし、余市に合うもの

かどうか、これは民間との関係なので、町がどこ

まで関わりを持てるか分かりませんけれども、サ

クランボの短期間の１か月、この間に旅行会社と

農協がタッグ組むことによってそれがマッチング

になって、少しでも人手不足の解消につながるの

ではないかという、そんな予想ですけれども、し

ておりますので、町としても大げさな調査という

ことではなくて、ちょっと注視して調査研究なん

かしていく価値があると思っていますけれども、

その辺はどうでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 18番、岸本議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 先ほど答弁させていただきましたけれども、余

市に関しては条件が合わなくて導入が難しいとい

うふうに聞いているわけです。様々な労働の時間

単価もそうですし、交通費なりもそうなので、そ

のような雇用条件が合わないというふうに聞いて

いるわけです。 

〇18番（岸本好且君） 今町長がおっしゃったい

ろいろな条件、北海道は遠いですので、実はこれ

私も農協にこの話、こんな新聞報道あるのだけれ

ども、ＪＡ北海道としてこのこと知っているので

しょうかということでちょっと聞いてみました。

そうしましたら、参事は話はＪＡ北海道のほうで

あるのだけれども、今年始まったばかりですので、

各組合に具体的に下りていないと。それで、将来

に向かって、今単価のこともありますし、いろい
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ろな条件がそろわないとタッグを組んでやるとい

うのはなかなかハードルが高いと思いますけれど

も、このことによってお互いいいですから、受入

れする農家もいいですし、旅行会社も、両方でこ

れが合えば最高のいい取組だと思いますので、ぜ

ひ農協とも連携して、情報収集していただきたい

と思います。この関係についてはまだまだ具体的

にいっていませんので、また山形の状況、町長は

余市は条件合わないとおっしゃいましたけれど

も、また同じ作物作っているわけですから、あと

距離的なもので解決するものがあればぜひ導入に

向ければいいかなと思っていますので、農協との

連携も進めていただければと思います。３番目は

終わります。 

 それで、最後の自治体としての役割といいます

か、これは農業経営は個人経営、法人も含めてこ

れが自治体がどこまで入れるかというのはなかな

か難しいところもありますけれども、余市の町を

支えている一次産業の特に果樹はこの町の一大産

業ですので、それが物はなって、豊作になったの

だけれども、今町長にも答弁ありましたように、

ハウスなんかはやっぱり人がいないから、棟数を

作らないで減らして、これは去年もそうだったの

ですけれども、人がいれば元に戻したいという、

そういう農家の話も聞きますので、そこは現実が

あるということで、実はこれちょっと古い話です

けれども、年配の議員の皆さんは承知だと思うの

ですけれども、昭和30年、40年代にかけて余市町

の農業といいますか、当時果樹の専門の農業者と

いうのは少なかったのです。それで、大半が稲作

とかあらゆる野菜も含めて作っていたと、そうい

う時代でした。そこで、どうしても作付する、収

穫する、そういうときに、機械化もあまり進んで

いませんでしたので、重なるのです。そうしたら、

当然今と形は違いますけれども、人手がない。そ

こで、当時農業者以外、町の人が援農という形で

組織をつくって、そして農繁期の人手不足をカバ

ーしていたと。私の父も農業者なので、私も小さ

い頃からその風景は見ていたのですけれども、田

植やリンゴの袋かけなどは典型的なそういう風景

で、いつも見ていました。それで、今は時代は変

わりましたから、機械化も相当なって、町長のス

マート農業の話もありましたけれども、そう進ん

でいくだろうと思うのですけれども、やはり今違

った形でこの人手不足が深刻化していると。そし

て、町長にちょっと提案といいますか、考え方を

聞きたいのですけれども、これ援農という組織化、

システムを、非常に難しいと思いますが、何か手

だてする必要が今来ているような気がするので

す。それで、このことは前の一般質問でもちょっ

と似たような質問をしましたけれども、先ほど出

ているシルバー人材センターのような組織を別に

つくって、そして農業分野に特化したシステムを

余市町で農業を独自で支えていく、余市モデルと

言ってもいいかもしれませんけれども、やはり齊

藤町長、ぜひともアイデアで一歩進んだ人材不足、

人手不足、その対策を打っていただきたいと思い

ますが、その辺はどうでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 18番、岸本議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 援農の仕組み、どうかという質問ですけれども、

基本的に農業分野における人手不足対策は農協が

やるべき話でありまして、各組合がお金払って互

助組織をつくっているわけですから、ちゃんとＪ

Ａさん、やってくださいよという話ではあるので

すけれども、この分野に関しては様々な、余市で

はないですけれども、別のＪＡとかでも例えば学

生とのマッチングをするだとか、ＪＡのファンド

がありますけれども、そういうところが中心にな

ってやっていたりもします。ですから、夏休みの

学生がマッチングでどこか農家に入って収穫を手

伝うというようなことをやっていたりもするので

すけれども、ただ問題はもちろん素人の学生だか

ら、いきなり来て労働力になるかというとそれは



 

－101－ 

  

また別な話なので、実際にそれで入れたら手間が

かかるから入れないほうがいいやというような判

断もあるという意味でそんな単純な話ではないの

ではないかなというふうには思っております。で

すから、それはＪＡのファンドがやっていてもそ

ういうことになるわけですから、なかなか農業分

野での人手不足の解消の話は一筋縄ではいかない

なというような印象は持っているわけです。仮に

その援農で同じようなシステムをつくって、ただ

そこ素人に来てもらっても困るよというような感

じになって、いつもお願いしている人にお願いし

ようということにはなるのではないかなというふ

うに思っています。今後の全体の方針として、こ

れは日本国としても考えなければいけないことだ

と思いますけれども、やはり人手不足の中で農業

の生産性を上げるというような全体の政策が必要

でありまして、例えばオランダなんて日本より人

口全然少なくて、国土面積も狭いですけれども、

農業の輸出額は世界第２位だったりするわけです

から、そのような効率的な農業を行っていく上で

様々な全体としてのどうしたらいいのかというよ

うな方策が必要になってくるというふうに考えて

おります。いずれにせよ、ここは町議会の場です

から、余市町に関しては引き続き関係団体とも必

要に応じて協議して、何かありましたら相談して、

知恵を出し合いながら乗り切っていくということ

やっていきたいというふうに思っています。 

〇議長（中井寿夫君） 岸本議員の発言が終わり

ました。 

 暫時休憩します。 

休憩 午後 ２時５１分 

                              

再開 午後 ３時００分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続行します。 

 発言順位８番、議席番号８番、白川議員の発言

を許します。 

〇８番（白川栄美子君） 第２回定例会に当たり、

さきに通告しております１件について質問いたし

ます。 

 乳児のおむつ用品支給と出産祝金の取り組みに

ついて伺います。子育て世帯の経済的な負担を少

しでも軽減し、安心して育児ができるよう子育て

に必要なおむつ用品を支給する自治体が全国に広

がっております。また、出産祝金としても取り組

んでいる自治体もあります。本町でも子育て支援

は取り組まれておりますが、実感として捉えられ

ていないのが現状です。以下、伺います。 

 本町では、高齢者のおむつの支援があっても子

育てのおむつの支援はありません。出産間近のお

母さんや子育て中の親の要望に余市町もおむつ用

品を支給してほしいとの声も寄せられておりま

す。支給の方法はいろいろありますが、子育てし

やすい環境づくりに向けて子育て世帯の日常生活

を支援する考えについて町長の見解を伺います。 

 ２番目に、いつ収束するか分からないコロナ禍

にあって、収入も減り、出産も控えている方もお

ります。安心して出産に臨めるよう行政の支えが

必要と思っておりますが、出産祝金の考え方につ

いて町長の見解を伺います。 

 以上２点、よろしくお願いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の乳児の

おむつ用品支給と出産祝金の取り組みについての

質問に答弁します。 

 本町の子育て世帯への支援につきましては、子

供を持つ親に対する乳幼児等医療費助成年齢の拡

大や妊娠、出産を希望されるご夫婦に対する不妊

治療及び不育症治療に対する助成等に加え、今年

度より新生児聴覚検査に対する助成を開始し、経

済的負担の軽減を図るために支援策を講じている

ところです。質問の出産祝金につきましては平成

15年度まで実施しておりましたが、現在は財政的

な理由により廃止しているところであります。財
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政状況が許せば引き続き積極的に子育て世代への

支援は行っていきたく、おむつ支援につきまして

も出産祝金につきましても財政負担と事業強化な

ど今後研究してまいりたいと考えております。 

〇８番（白川栄美子君） 現在は本当に余市町で

も子育て支援の関係、今町長が答弁されたように、

進んでいるのかなと思っております。ただ、昔は、

町長が赤ちゃんのときに私は一生懸命布おむつを

洗っていました。そういう時代だったのです。で

も、今は紙おむつということになって、１日に使

うおむつといったら乳児期のときは本当に枚数が

たくさんあって、大変な状況でした。今紙おむつ

になってからは月にするとかなりの負担になって

くるというのが今の現状なわけなのですけれど

も、子供の成長とともに使う枚数というのはだん

だん減ってはくるのですけれども、それでも１歳

までの間というのは結構な枚数というか、個数が

使われます。そんな中で、多分これまで余市町と

してはおむつの支援というのはやったことないか

なと思うのですが、そこどうなのでしょうか。伺

ったことありますでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 余市町としては、これまで乳児に対するおむつ

の支援は行ったことがないというふうに聞いてお

ります。この子供、子育てに関する質問、非常に

重要な分野でありまして、もちろん今後の未来を

担うためには必要な、子供はまさに宝ですから、

この部分はまさに手厚くやっていきたいと思って

おりまして、非常にすばらしい質問、ありがとう

ございますと感謝したいと思います。 

〇８番（白川栄美子君） 今町長、答弁、ちょっ

とかみ合わないのかなと思ったのですけれども、

今これまでも紙おむつはやったことないという答

弁だったのかなと思っております。また、今現在

子育てしているお母さんからはどこどこの町でお

むつの支給は取り組まれているのに何で余市は何

もないのという声があるのと同時に、一番必要と

する時期におむつの支給があると本当に助かるの

にねという声が届いております。そういう認識と

いうのは、現在ちょっとお持ちでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 子育て支援に関してはかつて、先ほど答弁でも

述べましたけれども、平成12年までは第３子、４

子、５子、生まれた方に対してはそれぞれ１万円、

３万円、５万円と助成金、出産祝金があったわけ

ですけれども、それは財政状況に鑑み、15年度に

廃止になっているということで、すなわちこの分

野に関する予算が切られてというような状況にな

っていますので、おむつの支援についても現在行

っていませんが、必要な分野だというふうには考

えています。 

〇８番（白川栄美子君） 今現在はおむつの支援

を行っていないけれども、必要な分野だというこ

とは認識しているという答弁いただきました。 

 数年前にトマト農家に新規就農者が来られたと

きに、公明党としてその方たちに何か支援してい

ただきたいことってありますかと伺ったことがあ

りました。そのときに言われたことが余市って子

育て支援が薄いですよねということ言われた記憶

がありまして、よそから来たらやっぱり余市は子

育て支援がちょっと足りないのかというのをその

とき、もう本当数年前ですので、実感した覚えが

あります。多分そのときに言われたのは、その人

たちは保育所関係だったのかなと思っておりまし

た。多分その頃まだ保育所関係がちょっと充実し

ていなかったのかなというのを今思えば思ってお

ります。今少子化と言われている中で、本当に子

育て支援がだんだん理解して進まれておりますけ

れども、より一層充実することで若い世代の方も

余市町に住みたいと思われると思いますので、ま

た安心して子育てができる環境にしっかり取り組

んでいただきたいなと思っております。また、今
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財政が許せばそういうおむつの支給も考えてもい

いよという答弁に私は勝手に理解したのですけれ

ども、おむつ用品には、支給にはほかの自治体で

いろいろな取組をしておられますよね。私が望む

のは、おむつが外れるまで支給してほしいという

のは望みません。おむつが外れるのはその子によ

って状況違うので、２歳までの子もいれば３歳の

子までもいると、そういう状況の中でずっととい

うのは望みません。ただ、本当にほかの自治体を

参考にしていただきながら使いやすい、また支給

しやすい取組としていただければと思っておりま

すので、そこのところまず再度ご答弁聞いておき

たいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 先ほど申し上げましたとおり、財政状況が許せ

ば引き続き積極的に子育て世代への支援を行って

いきたいと考えており、この分野は非常に重要な

分野だというふうに思っているわけです。まさに

これって若者の政治参加の話とも絡んできますけ

れども、こういう意見を反映なかなかする場がな

いというふうなことも言われていますから、非常

にいい質問だなというふうに思っているところで

す。 

〇８番（白川栄美子君） 次に、出産祝金のこと

についての考え方ということでお伺いいたしま

す。 

 これ平成15年にやっていたのですか。取り組ん

でいたのですか。もう一回ちょっと確認の意味で。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 廃止したのは平成16年度の予算編成のときに廃

止になっていますので、15年度は多児、３子以上

の子供に対してはやっていました。 

〇８番（白川栄美子君） 分かりました。 

 これの考え方についての私の考え方としては、

それを復活してほしいという考え方ではなくて、

実は昨年のコロナ禍の状況から今年の状況と、ワ

クチンも進んできておりますので、感染者も減っ

てきております。しかしながら、まだまだ油断は

できない状況であり、子育て中のお母さん、また

は妊娠中のお母さん、そして出産を控えている母

親にとっては不安と見えない精神的なストレスは

計り知れないことだと思っております。昨年から

今年に向けて母子手帳の交付も結構な人数いらっ

しゃると思いますが、そこの部分でもし分かれば

お願いしたいのですけれども、分からなかったら

後でよろしいので。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 手元に、技術的な話なので、資料がないので、

後ほど担当のほうから数値をお渡しいたします。 

〇８番（白川栄美子君） 私が知る限りでは、結

構な方が母子手帳頂いているのかなと。おなかの

大きい方、それから妊娠中の方、それから出産し

た方と聞く限り結構な人数いらっしゃるのかなと

いうのはちょっと感じているのです。それがゆえ

に、今だからできる支援というのがあるのではな

いのかなと考えております。コロナ禍によって生

活全般を支える給付というのは国全体、また町の

単独事業あると思うのです。それで賄えるという

か、支援すればいただける事業ってあると思うの

です。でも、ストレスを抱えながら頑張っている

お母さんに何か少しでもお祝金を出してあげて、

ほっこりとした気持ちで子育てや出産に臨んでほ

しいなという考えの下でこういう出産祝金という

形で質問させていただいているのですけれども、

金額がどうこうでなくて、要は気持ちとしてお祝

金としてあげるという部分の考え方なのですけれ

ども、どうですか、町長。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 余市町に関しましては、昨年も給付金に関して

対象とならなかった新生児に対しても町独自で上
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乗せでやっていたりというふうにやっているとい

うこともあります。出産祝金に関しては先ほど、

財政的な問題も絡んでくるわけですから、財政状

況が許せば検討するというようなことになります

けれども、基本的な考え方としてやはり子供の出

産ですとか育児に関してもうちょっと手厚くやら

ないと、日本国全体としての人口政策としては立

ち行かなくなるというふうに思っておりますの

で、現在各保険から42万円出産したときに給付さ

れるわけですけれども、全国の平均が47万円ぐら

いで、北海道の平均が42万円だったと思いますけ

れども、この点私うちの若いスタッフとも話をし

たのです。札幌で出産した場合はちょっとオーバ

ーするということ聞いていますので、その点は負

担なく出産できるような制度にしてもいいのでは

ないかとか考えていたりもしますし、いずれにせ

よ子育て支援ですとか出産、妊娠に対する支援に

関しては社会全体で守っていかなければ駄目な問

題ですし、今後の日本の未来をつくっていくこと

になりますので、その点は手厚く投資をしていく

べき分野であるというふうに考えています。 

〇８番（白川栄美子君） 今出産一時金の42万円

というお話出たのですけれども、これは公明党で

も国会の中で提案した中でどんどん拡充していっ

たということもあるのですけれども、本当に本来

なら50万円までをやりたいというのが公明党の希

望なのですけれども、そこまでまだ至らないとい

うことになっております。 

 最後になりますけれども、子育てする母親にと

っては必要とするときに必要な支えがあることで

行政のありがたみというものが感じます。そうい

うことになったらお母さん方も日々頑張れるのか

なと思いますので、子育てのお母さんを応援する

意味も含めてしっかりした支援を考えていただけ

ればいいかなと思いますので、よろしくお願いい

たします。答弁別によろしいです。 

〇議長（中井寿夫君） 白川議員の発言が終わり

ました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） お諮りいたします。 

 本日の会議は議事の都合により延会いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決しま

した。 

 なお、明23日は会議規則第８条の規定に基づき、

午前10時から議会を再開いたします。 

 本日はこれにて延会いたします。 

延 会 午後 ３時１８分 
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